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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 12月 15日 (2003.12.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
式
Ｘ （ Ｃ ａ Ｏ ） ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 ・ Ｙ （ Ｈ 2 Ｏ ）
（ 式 中 、 Ｘ は ５ ／ ６ か ら ３ ／ ２ で あ り 、 Ｙ は ゼ ロ で な い ）
で 示 さ れ る １ 又 は ２ 以 上 の 化 合 物 を 含 有 し 、 又 は
式
Ｘ （ Ｎ ａ 2 Ｏ ） ・ Ｙ （ Ｃ ａ Ｏ ） ・ Ｓ ｉ Ｏ 2

（ 式 中 、 Ｘ は １ ／ ６ か ら １ ／ １ で あ り 、 Ｙ は １ ／ ３ か ら １ ／ １ で あ る ）
で 示 さ れ る １ 又 は ２ 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る 前 駆 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 物 質 が シ リ カ 源 と 混 合
さ れ て 、 溶 融 ガ ラ ス が 製 造 さ れ る 条 件 下 に お か れ る 溶 融 ガ ラ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 前 駆 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 物 質 が 、 更 に
式
Ｗ （ Ｎ ａ 2 Ｏ ） ・ Ｖ （ Ｍ ｇ Ｏ ） ・ Ｓ ｉ Ｏ 2

（ 式 中 、 Ｗ は １ ／ ６ か ら １ ／ １ で あ り 、 Ｖ は １ ／ ３ か ら １ ／ １ で あ る ）
で 示 さ れ る 化 合 物 を 含 有 す る 請 求 項 記 載 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 駆 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 物 質 方 法 を 提 供 す る 。

１

か ら 溶 融 ガ ラ ス を 製 造 す る 即 ち 、
本 発 明 は 、 式 Ｘ （ Ｃ ａ Ｏ ） ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 ・ Ｙ （ Ｈ 2 Ｏ ） （ 式 中 、 Ｘ は ５ ／ ６ か ら ３ ／ ２ で あ り
、 Ｙ は ゼ ロ で な い ） で 示 さ れ る １ 又 は ２ 以 上 の 化 合 物 を 含 有 し 、 又 は 式 Ｘ （ Ｎ ａ 2 Ｏ ） ・
Ｙ （ Ｃ ａ Ｏ ） ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 （ 式 中 、 Ｘ は １ ／ ６ か ら １ ／ １ で あ り 、 Ｙ は １ ／ ３ か ら １ ／ １ で
あ る ） で 示 さ れ る １ 又 は ２ 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る 前 駆 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 物 質 、 又 は 上 記
物 質 に 更 に Ｗ （ Ｎ ａ 2 Ｏ ） ・ Ｖ （ Ｍ ｇ Ｏ ） ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 （ 式 中 、 Ｗ は １ ／ ６ か ら １ ／ １ で あ り
、 Ｖ は １ ／ ３ か ら １ ／ １ で あ る ） で 示 さ れ る 化 合 物 を 含 有 す る 前 駆 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 物 質



こ の 方 法 は 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 及 び ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム の
反 応 か ら ガ ラ ス を 製 造 す る 際 に 有 用 な 物 質 を 提 供 す る 点 に お い て 、 有 利 で あ る 。 ガ ラ ス 形
成 を 通 常 よ り 低 温 で 行 う こ と が で き 、 揮 発 性 ガ ス の 放 出 量 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ガ
ラ ス 中 の ク リ ス ト バ ラ イ ト の 形 成 が 減 少 す る 。 本 発 明 方 法 は 、 前 駆 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 物 質
を 生 成 す る た め に 、 カ ル シ ウ ム 源 、 マ グ ネ シ ウ ム 源 と 可 溶 性 ケ イ 酸 塩 と を 混 合 す る 工 程 （
こ こ で 、 前 記 カ ル シ ウ ム 源 は 、 そ の 消 和 が 完 了 し た 後 に 混 合 さ れ る か 、 あ る い は 混 合 と 同
時 に 消 和 さ れ る ） を 含 む 。 こ の 前 駆 物 質 は 、 所 望 に よ り 、 遊 離 し て い る 水 を 含 有 す る 。 こ
の 遊 離 し て い る 水 は 、 消 和 さ れ た カ ル シ ウ ム 源 を 生 成 す る た め の 消 和 (slaking)プ ロ セ ス
か ら 残 留 し て い る も の で あ っ て も よ い 。 本 発 明 方 法 は 、 ガ ラ ス 製 品 を 製 造 す る た め に 、 前
記 前 駆 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 物 質 と シ リ カ 源 と を 混 合 す る 工 程 を 更 に 含 む 。
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が シ リ カ 源 と 混 合 さ れ て 、 溶 融 ガ ラ ス が 製 造 さ れ る 条 件 下 に お か れ る 溶 融 ガ ラ ス の 製 造 方
法 で あ る 。
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